
令和４年度の主な取り組み・事業 

 

「ともに生き ともに輝く にぎわい交流拠点都市 姫路」の実現に向

けた、４つの最優先課題及び７つの重点施策とこれらの展開を支える効

率的で効果的な行財政運営 

 

（４つの最優先課題） 

１ 未来を育てる「ひとづくり改革」 

・出会いから結婚、妊娠・出産期の支援（若年層の出会い支援、多子世帯への出産祝

い、ハッピーバースポイントの拡充、「こどもの未来健康支援センター（愛称：みら

いえ）」の整備、母子保健におけるオンライン相談の導入） 

・幼児期の支援（子ども子育て窓口のワンストップ化、保育士等の確保・定着対策の

推進） 

・学齢期からの支援（学校給食の第３子以降の無償化、夜間中学の設置） 

 

２ 生活の質を高める「デジタル改革」 

・行政のデジタル化の加速（行政手続のオンライン化・キャッシュレス化の推進、遠

隔行政窓口の設置、行政情報のデジタル発信、デジタル技術を活用した図書館機能

の充実） 

・地域社会のデジタル化（市民のデジタル・ディバイド対策、姫路版スマートシティ

の実現に向けた取り組み） 

・マイナンバーカードの普及・利用促進（自治体ポイント（ひめじポイント）の活用、

市発行カードのマイナンバーカードへの一体化の推進） 

 

３ 成長を促す「グリーン改革」 

・ゼロカーボンシティの推進（姫路城ライトアップのＬＥＤ照明化推進、市民・企業

に対するカーボンニュートラルの啓発、次世代自動車等の普及促進、ＺＥＢ・ＺＥ

Ｈの普及促進） 

・ＥＳＧの普及促進（ＥＳＧに取り組む事業者への支援） 

・森林環境の保全（森林の資源調査と整備、地域産木材の利用拡大） 

 

４ 発展を支える「まちづくり改革」 

・にぎわいと感動にあふれるまちづくり（姫路駅周辺のにぎわい創出、アクリエひめ

じオープニングシリーズの企画・開催、ＭＩＣＥ誘致の推進） 



・ひめじ創生ＳＤＧｓの推進（グローカル人材の育成とグリーン化によるＳＤＧｓの

推進） 

・新県立病院の開院（新県立病院の開院に伴う医療提供体制の強化） 

・手柄山中央公園の再整備 

・広域交通網の整備（播磨臨海地域道路の整備促進、姫路港広畑地区及び網干地区の

整備促進） 

 

（７つの重点施策） 

１ 命を守る安全安心体制の充実 

・新型コロナウイルス感染症と新たな感染症への対策（新型コロナウイルス感染症へ

の対策、新興・再興感染症への対策、ＡＭＲ（薬剤耐性）対策の推進） 

・地域医療提供体制の充実（医療情報連携の推進、救急搬送支援システムの活用、南

西部地域の医療提供体制の確保） 

・防災力の強化（地域防災力の向上、消防・救急システムの充実） 

 

２ 命輝く健康福祉社会の実現 

・生涯にわたり健康に過ごせる社会の実現（健康寿命の延伸、世代間交流の推進） 

・誰もがいきいきと生きられる社会の実現（介護人材の確保・定着促進、医療的ケア

児への支援） 

 

３ 躍動する地域づくりの推進 

・市民協働の地域づくり（公民館を活用した地域活動の充実支援） 

・周辺地域の活性化の推進（「（仮称）道の駅姫路」の整備推進、北部農山村地域の活

性化） 

・東京一極集中の打破（若者の移住・定住促進、起業・創業支援の充実） 

 

４ 安心して一生くらせる社会の実現 

・あらゆる市民が働きやすい環境の充実（雇用促進対策の推進、多様な人材の活躍支

援） 

・多様性を認め合う社会の実現（パートナーシップ宣誓制度の導入） 

・循環型社会の実現（廃棄物の削減とリサイクルの推進） 

・姫路地域強靭化の推進（橋りょう長寿命化の推進、水管橋の保全・補修、浸水対策

の推進） 

・持続可能な上下水道経営 

 

 



５ くらしを豊かにする観光・産業の振興 

・アフターコロナを見据えた観光戦略の展開（ＤＭＯを核とした観光地域づくり、観

光プロモーションの展開、千姫を活用したプロモーションの推進、姉妹都市等との

交流・連携の推進） 

・地域産業の活力増進（農業・水産業の振興、農産物・水産物のブランド化の推進、

中小企業のデジタル化支援、プレミアム付きデジタル商品券等の発行） 

・中央卸売市場の移転再整備 

 

６ くらしを充実させるスポーツ・文化の振興 

・「する」「みる」「ささえる」スポーツの推進（姫路球場へのナイター照明の設置、世

界遺産姫路城マラソンのさらなる魅力向上） 

・文化芸術の振興（「音楽のまち・ひめじ」の推進、市民文化活動の促進） 

 

７ 都市の価値を高める基盤整備の推進 

・公共施設・インフラ等の計画的な保全・整備（公共施設等の適正なマネジメント、

鉄道駅周辺の整備） 

・行財政の効率化の推進（デジタル技術を活用した業務効率化の推進） 


